
留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 出発前について

1-1. 交換留学以前に海外留学の経験はありますか。 
はい      いいえ

「はい」と答えた方は，留学先及び留学期間についてご記入ください。

 ＜国名＞                ＜期間＞   

1-2. 交換留学プログラムを最初にどのように知りましたか。 
□国際教育総合センターの教員 □所属学部・研究科の教員 □友人

□以前に参加した先輩 □所属学部・研究科の掲示板 □神戸大学のホームページ

□留学フェア □その他（具体的に）

1-3. この交換留学プログラムに参加した動機を教えてください。最もよく当てはまる動機を「４つ」選び， 
１～４まで順位を付けてください。（１：最も強い動機）

  学術的な目的（研究を深める等）     地理的な条件が良い

  語学力の向上     旅行ができる

  将来のキャリアのため（就職に役立つ等）    プログラムの時期が良い

  家族のバックグラウンドと関係がある     プログラムの期間が良い

  異文化体験    経費が安い

  個人的理由    その他（具体的に）  

1-4. VISAについて

VISAの種類：

申請先：  

必要日数： 

VISA取得にかかった費用：         
VISA申請のためにどのような書類の提出を求められましたか。どのように準備しましたか。 
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1-5   出発前に必要とされた予防接種の種類・回数・費用 
 
 
 
1-6. その他に必要だった手続き，方法，料金等 
 
 
 
 
2. 留学先到着後の手続きについて                                                                       
2-1. 到着時について 
 利用航空会社：                
 利用旅行会社（航空券の手配をした会社）：                   
 留学先大学最寄り空港名：                    空港 
 空港到着時間：         時頃 
 空港からの移動手段：□大学手配の出迎え □知人の出迎え □公共交通機関 バス，鉄道 □タクシー 

         □その他（具体的に）                   
 移動の所要時間・料金：          分，            
 空港からの移動の際の注意点： 
 
 
 
2-2. 留学生向けオリエンテーションについて 
 オリエンテーションの有無：□有り □無し 
 参加について：□必須 □任意参加 
 参加費用：□無料 □有料（金額：             ） 
 内容について記入してください。 
 
 
 
2-4. その他，渡航してから必要な手続きについて 
 現地で滞在許可書申請は必要ですか。必要な場合，申請方法，料金，取得に係る日数等を記入してください。 
 
 
 
 その他現地でした手続きは？（健康診断，予防接種等）有れば，方法，料金等を記入してください。 
 
 
 
 
 
3. 語学力向上のためのコースについて                                                                    
3-1. 語学力の向上のために，大学等のコースに参加しましたか。参加した場合，大学（語学学校）名，コース名，

料金，期間等を記入してください。 
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留学先大学：                              
留学先での所属学部・研究科：                     
留学先での在籍身分：                         
留学期間：    年   月～     年      月 
神戸大学での所属学部・研究科：                                       
学年（出発時）：           
本報告書記入日：        年    月    日 
 
出発前                                                     
どのように情報を集めましたか。参考になる本やホームページがあれば，記入してください。 
 
 
 
 
 
 
住居について                                                   

 ・住居のタイプ：□大学寮 □アパート □ホストファミリー □その他（具体的に）            
  住居（寮，アパート）の名前： 
 ・部屋の種類：□一人部屋 □二人部屋 □その他（具体的に）                   
 ・ルームメイト：□現地学生 □留学生（出身国：         ） □その他（具体的に）             

 ・どのように探しましたか。：□大学の斡旋 □自分で探した □その他（具体的に）                
 ・大学までの通学時間・手段：            分， 
 ・住居の周りの環境はどうですか。： 
 
 
 
 ・毎日の食事はどうしていますか。： 
 
 
 
・住居は渡航前に，または渡航後すぐにみつかりましたか。トラブルはありませんでしたか。： 

 
 
 
 
大学の授業について                                            
1. 履修登録について 
  ・履修登録の時期：□出発前 □到着後 
  ・履修登録の方法：□On-line □International Office等の仲介 □その他（具体的に）               
  ・登録時に留学生として優先・配慮されることはありましたか。：□無し □有り 
  ・優先・配慮があった場合，具体的に教えてください。 
 
 
 
  ・希望通りの授業が履修できましたか。：□はい □いいえ 

・希望通りの授業が履修できなかった場合，その理由を教えてください。 
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２．現在までに，履修している授業について記入してください。 

No. コース名 教授名 時間数

／週 
留学先

での単

位数 

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも

含めて教えてください。 

１       
 

２       
 

３       
 

４       
 

５       
 

６       
 

７       
 

８       
 

９       
 

１０       
 

 
３．授業（カリキュラム等）について クラスのサイズ、成績評価、現地学生の取り組み等 
 
 
 
 
 
 
一週間のスケジュール （授業時間，課外活動等，毎日の生活を記入してください。）                  

 月 火 水 木 金 土 日 

8:00 
9:00 

  10:00 
  11:00 
  12:00 
  13:00 
  14:00 
  15:00 
  16:00 
  17:00 
  18:00 
  19:00 
  20:00 
  21:00 
  22:00 

       

 

koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト

koryu2
タイプライターテキスト
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現在までの感想 自由に記入してください。(800字～) 
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	fill_1_5: ﾊﾟｰｽに来て2か月が過ぎました。本当に色々な経験をした2か月で、浮き沈みが激しい性格も相まってどれだけの多くの感情をこれまでに抱いただろうと感心してしまいます。自分の英語力に不甲斐なさを感じる毎日ですが、多くの人が通る道だと自分を納得させて何とかモチベーションを保とうと努力しています。生活自体には慣れてきて、少しは余裕もできてきたように感じます。
語学面ではリスニングをもっと強化しておくべきだったと反省しています。極論にはなりますが、スピーキングができなくても会話は成立します、相手の言っていることを理解して相槌を打っていれば、意思疎通はできており、自分の周りで起こっている事象は理解ができます。ただ、リスニングができていなければ、会話にはなりません。いくらスピーキングができていても自分の思っていることを一方的に話して相手の言っていることを理解できていなければ、同じ空間を共有していることにはなりません。現時点で、私のスピーキング力は上達したと思います、こちらに来た当初はSVO構文を必死に頭で作るのが精一杯で会話の幅は限られていましたが、今では比較的スムーズに簡単な文ではありますが話せるようになってきたように感じます。ただ、焦ってしまい、文法や発音が滅茶苦茶なことは日常茶飯事です、、、また、使っている単語も数えられる程度であり、まだ”英語を話している”とは到底言えない状態です。問題のリスニングに関しては、いまだに問題を抱えたままです。LEVEL１のクラスではPPTを使っていることもあり、流れをつかむ程度のリスニングはできるようになりました。ただ、PPTから逸脱した追加の情報を聞き取ることはいまだに難しく、単語が頭の中にたまに入ってきてはすぐに出て行ってしまうようなイメージです。ANIM3353の授業はスピーキングのスピードがかなり速く、簡単な構文の文章程度しかしっかりと理解できていません。他はキャッチした単語から意味を推測して理解しようとはしますが、一度、話の流れが分からなくなると濁流のようにその後の文章が流れていきます。友達との会話は、人によるという一言で収まります。英語を第二言語としている人の話はほとんど理解でき、会話もスムーズにできますが東南アジアの方の多くは、訛りが強く、聞き返しても理解ができないようなことがほとんどです。英語を話しているように聞こえない時もしばしば、現在では少しづつ分かるようにはなってきましたが、、、ネイティブの方の英語は早く、またオーストラリア人の方の英語はもごもご気味（人によりますが）で特に聞き取るのには苦労しています。個人間での会話はまだ自分が話の流れを作っていて、相手も自分の英語力を理解しているため容易ですが、グループの会話になると発言するのは難しく、時々でしか発言することはできません。
現在、英語の対策として特別に行っていることは、Lectureが必ずレコードされていてネット上でいつでも見ることができるため（速度変更も可能、字幕は流石に出ません）、全てのLectureをもう一度、見るようにしています。あと、単語帳を毎晩、行うようにしていますが、他の課題で精一杯だったり、遊びに行って夜遅くに帰ってきたりとで中々進んでいません。
　友達はたくさんできましたが、結局、アジア系の友達に偏ってしまったなという印象です。アジア系の人が英語が喋れなくても気をかけてくれた傾向にあったように感じます。また、アジア系の人は価値観や性格が合うのか集まる傾向にあり、ヨーロッパ系の人も同様の傾向があります。普段は、シンガポール、中国、マレーシア、オーストラリア、サウジアラビア、メキシコ、南アフリカの友達とよく食事を共にしていますが、これからさらに幅を広げていきたいなと思っています。週末や夕食後には遊びに行くこともしばしばあり、先週のstudy break(1週間授業が休みの期間）には5日間のroad tripに行ってきました。海外で運転するのは初めてでしたが、日本のように混んでおらず、道もシンプルなので難しくはありませんでした。国立公園に行ったり、多くの野生動物を見たり、クルージングに行ったりとオーストラリアを感じる5日間でした。今月もキャンプやホエールウォッチングなどさまざまな旅行プランを練っているところです。
　生活面に関して、食費は外食をする時を除いて不要であるため、それほどストレスにはなっていません。ただ、外食をするとなるとやはり日本よりも高く、特にドリンクはスーパーでさえかなり高い傾向にあります。洗濯は週に1回程度、寮のランドリーを利用しています。交通機関に関しては、バスが便利で多くのルートをバスが走っています。電車に乗るのは、遠くに行くとき程度でこれまで5回ほどしか利用したことがありません。学生割などの割引でcityに行くのも80円ほどで行けます。
　この2か月は、圧倒的に辛いことの方が多く、何とかなるやろと考えていた留学前の自分を悔やむ気持ちでいっぱいですが、楽しいと思える時間も増えてきて、また、その楽しい、嬉しいという感情が日本で感じるものとは一味違ったもので、そんな時間が今の自分を支えているなと感じます。日本人っていい人だな、話していて楽しいな、優しいなと思われたいという思いを忘れず、日本人としての誇りを持って毎日を過ごしていきたいと思います。一日、一秒一秒を無駄にせず、支えてくれている両親や日本の友達に感謝し、まだ挑戦できていないこともたくさんあるので、積極性を忘れず後悔をしないような留学にしていきたいと思います。
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